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事

久

日
本
仏
教
史
の
上
で
、
聖
徳
太
子
の
位
置
に
つ
き
、
最
高
の
評
価
を
与
え
た

の
は
親
鷺
で
あ
る
。

親
鶯
の
仏
教
の
本
質
は
、
自
力
の
否
定
、
絶
対
他
力
の
信
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
歴
史
に
対
し
、
非
我
の
立
場
に
た
ち
、
非
権
力
、
非
呪
術
を
標
榜

す
る
。
そ
し
て
権
力
の
重
圧
に
喘
ぎ
、
人
格
を
否
定
さ
れ
た
被
支
配
層
を
地
盤

と
し
て
、
彼
等
に
人
格
の
尊
厳
を
説
き
、
人
間
と
し
て
の
自
覚
、
人
間
性
の
回

復
、
及
び
権
力
社
会
か
ら
の
自
律
を
示
し
た
。
か
か
る
国
家
権
力
に
対
す
る
厳

格
な
態
度
は
、
「雑
行
を
棄
て
、

本
願
に
帰
す
。」
の
宣
言
を
端
緒
と
し
て
成

立
す
る
。

か
か
る
親
鶯
の
宗
教
的
立
場
と
彼
の
太
子
崇
拝
は
、
如
何
に
関
係
す
る
か
考

え
て
み
よ
う
。
親
鷺
に
は
晩
年
、
太
子
を
奉
讃
す
る
次
の
著
述
が
あ
る
。

8
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
七
十
五
首

建
長
七
年
十
一
月

八
三
歳

口
大
日
本
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
百
十
四
首

正
嘉
元
年
二
月

八
五
歳

日
上
宮
太
子
御
記

正
嘉
元
年
五
月

八
五
歳

四
尊
号
真
像
銘
文

正
嘉
二
年
六
月

八
六
歳

田
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
十
一
首

正
嘉
二
年
九
月

八
六
歳

こ
れ
ら
の
著
述
の
検
討
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
中

で
七
十
五
首
の
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
の
末
三
首
に
十
七
条
憲
法
の
第
二
条
と
第
五

条
を
讃
じ
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
鷺
は
太
子
仏
教
の
根

本

を
憲
法

の
第
二
条
と
指
摘
す
る
。

憲
章
第

二
に

の
た
ま
は
く

三
宝

に
あ

つ
く
恭
敬

せ
よ

四
生
の

つ
ゐ
の
よ
り

ど
こ
ろ

万
国

た
す
け
の
棟
梁
な
り

い
つ

れ
の
世

い
つ
れ

の
人
か
帰
せ
ざ
ら
ん

三
宝

に
よ
り
た
て
ま

つ
ら
ず
は

い
か

で
か
こ
の
よ
の
ひ
と
び
と

の

ま
が

れ
る
こ
と
を
た
だ
さ
ま
し

聖
徳
太
子

の
仏
教
受
容
は
、
仏
教

の
本
質

に
関

わ
る
も

の
で
あ

つ
て
、

そ
れ

に
よ
り
普
遍
的
主
体

の
形
成
と
、
普
遍

的
行
動

が
約
束

さ
れ
る

の
で
あ

る
。
憲

法
第
二
条

は
、
三
宝
に
帰
依

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、

自
是
他
非
の

「柾
」

を
直
す
事
を
可
能
と
す
る
。
有
執
対

立
、
権
力
相
剋

の
政
治

的
世
界

の
克
服
を

「
三
宝
帰
依
」
に
よ
る
宗
教
的
実
践

に
よ

つ
て
行

わ
ん
と
し
た
。
太
子

の
仏
教

と
歴
史

の
関
係

の
根
拠

は
、
第

二
条

に
あ

る
が
、

彼

の
仏
教

の
社
会

的
立
場
は

ど

こ
に
あ

つ
た
か
を
考

え
る
時
、

親
鶯

は
第
五
条
を
挙
げ

る
。

と
め
る
も

の
ゝ
う
た

へ
は

石
を
水
に

い
る

ゝ
が
ご
と
く
な
り

と
も
し
き
も
の

ゝ
あ

ら
そ
い
は

水
を
石
に

い
る

ゝ
に
に
た
り
け
り

つ
ま
り

こ
の
条

は
、
「
是
以
貧
民
、
則

ち
由
る
所
を
知

ら
ず
」

と

い
う

貧
民

の
立
場

を
背

景
と
し
て
の
内
容
を
有
す

の
で
親
鷺

に
と

つ
て
、
深
く
共
感
を
覚

え
る
の
で
あ

ろ
う
。

親
鷺

は
当
時

の
仏
教
界

の
本
質

を
権
力
志
向
と
み
た
。

叡
山

で
修
学
し
た
仏
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教

諸
行
に
よ
る
往
生
は
、
国
家
支
配
体
制
を
形
成
す
る
序
列
性
思
考
を
本
質

と
す
る
の
に
対
し
、
専
修
念
仏
は
こ
れ
ら
を
否
定
し
て
成
立
す
る
平
等
往
生
の

思
想
と
し
た
。
彼
の
専
修
念
仏
へ
の
回
入
は
、
単
に
彼
個
人
の
救
済
を
い
う
閉

鎖
的
信
で
は
な
く
、
当
時
の
民
衆
全
体
の
救
済
を
可
能
と
す
る
開
か
れ
た
信
心

の
獲
得
で
あ
つ
た
。
か
か
る
宗
教
的
立
場
に
立
つ
親
黛
は
、
当
時
仏
教
界
を

「諸
寺
の
釈
門
、
教
に
昏
く
し
て
真
仮
の
門
戸
を
知
ら
ず
」
、「洛
都
の
儒
林
行

に
迷
う
て
邪
正
の
道
路
を
鮮
う
る
こ
と
な
し
」
と
痛
…烈
に
批
判
し
、
自
身
は
非

僧
非
俗
を
宣
言
す
る
。

非
僧
非
俗
は
凡
夫
を
自
覚
し
た
在
家
仏
教
者
と
し
て
の
聖
徳
太
子
に
端
を
発

す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
非
僧
非
俗
は
、
国
家
権
力
、
国
家
仏
教
の
呪
術
性
、

階
級
性
か
ら
の
自
律
と
解
放
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
仏
教
本
来
の
非
我
的
実
践

の
主
体
の
あ
り
よ
う
で
も
あ
る
。
か
か
る
親
鷺
の
仏
教
者
と
し
て
の
立
場
が
、

独
自
の
太
子
評
価
を
行
わ
し
め
た
と
い
え
る
。
親
鷺
は

『教
行
信
証
』
化
巻
末

に
い
う
。
「夫
れ
諸
の
修
多
羅
に
拠
つ
て
、
真
偽
を
勘
決
し
、
外
教
邪
偽
異
執

を
教
誠
せ
ば
、
『浬
藥
経
』
に
言
わ
く
、
仏
に
帰
依
せ
ば
、
終
に
更
に
其
の
余

の
諸
の
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ
と
。
『般
舟
三
昧
経
』
に
言
わ
く
、
優
婆
夷
こ
の

三
昧
を
聞
き
て
学
ば
ん
と
欲
せ
ん
者
は
、
自
ら
仏
に
帰
命
し
、
法
に
帰
命
し
、

比
丘
僧
に
帰
命
せ
よ
、
余
道
に
事
う
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
天
を
拝
す
る
こ
と
を

得
ざ
れ
、
鬼
神
を
祠
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
吉
良
日
を
視
る
事
を
得
ざ
れ
と
な

り
」
と
。

日
本
仏
教
は
伝
来
以
後
、
固
有
の
民
族
宗
教
と
融
合
し
、
国
家
権
力
と
結

び
、
国
家
仏
教
と
し
て
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
数
多
の
邪
義
異
執
迷
信
を
生
産

し
、
民
衆
の
心
を
呪
縛
し
て
い
つ
た
。
こ
れ
ら
の
宗
教
の
特
色
は
個
人
の
利
益

の
み
を
追
求
せ
ん
と
す
る
個
別
志
向
を
立
場
と
す
る
。
真
偽
勘
決
は
、
こ
の
個

別
志
向
を
立
場
と
す
る
呪
術
主
義

(天
を
拝
し
、
鬼
神
を
祠
り
、
吉
良
日
を
視

る
な
ど
余
道

に
事

へ
る
こ
と
)
を
徹
底
的
に
批
判
す
る

こ
と
で
あ
り
、

社
会
的

に
は
、
国
家
仏
教

か
ら

の
自
律

と
、
本
来
仏
教

の
回
復

に
あ

つ
た
。

聖
徳

太
子

は
憲
法

の
第

二
条

に
、

「帰
依

三
宝
」
を
強
調
す

る
。
そ
し

て
彼

の
持
言
、

「
世

間
虚
仮
唯
仏
是
真
」

の
思
想
的
立
場
を
あ
わ
せ
考
え

て
み
る
と
、

仏
教

が
全

て

の
存
在

の
根
拠

と
し
て
、
全

て
の
価
値
に
優
越

す
る
唯

一
な
る
も

の
と
い
う
認

識
が
う
か
が

わ
れ
る
。

ま
た
、
聖
徳
太
子

は
、
『
維
摩
経
』

の
文

「下
足
挙
足
皆
従

道

場

来

也
」

を

『
法
華
義
疏
』

に
引
用

す
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
我

々
の

一
挙
手

一
投

足
は
悉

く
悟

り
の
世
界

の
中
で
な
さ
し
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ

る
。

か
か
る
宗
教

的
見

地
は
、
親
鷺

思
想

の
究
極
で
あ
る
私

を
た
て
、
私

を
た

の

む
自
力

を
ひ
る
が
え
し
、

私
に
非
ざ
る
世
界

こ
そ
が
、
私

の
生
命
全

体
を
成
就

す
る
の
だ
と

い
う
自
覚
。

私

の
根
源
に
あ
る

一
切
た
ら
し
め
る
世
界
、

真
理

の

世
界
は
、
平

等
に
開

か
れ

て
い
る
と

い
う
絶
対
他
力

の
感
得
と
、

個
別
志
向
を

転
回
し
、
普
遍

的
世
界
を
志
向
す
る
実
践

的
根
拠

の
獲
得
を
意
味
す
る
。

如
上
の
点
に

つ
き
親
黛
は
聖
徳
太
子
を

「
和
国

の
教
主
」
と
尊
敬
し
、

帰
命

し
、

彼
自
身

の
信
仰
生
活

の
転
機

と
い
え
る
重
要
な
問
題

に
解
答
を
見

い
出

し

て
い
つ
た
と

い
え
よ
う
。
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